
ならいと成果

クリに求められる品質は、大果、良食味である。

しかし、つやのある鬼度の外観からうけるイメージ

と異なり、クリの品質は著しく低下しやすい。ここ

では、貯蔵温産 包装資材を変えて長期品質保持の

ための貯蔵方法を検討した。

その結果、果実童の減量やかびの発生、食味等の

点から、クリを1～ 3か 月間貯蔵する方法として、

温度は2で 、資材には祥度保持袋やポリ袋の使用力S

適当であつた。

内 容

供試果実は、センター産の
モ
銀寄

'2L級
果実で、

収穫時の9月27日から3か 月間、2で (湿度961%)

及び5℃ (同990%)の 冷蔵庫で貯蔵した。また、

供試資材は表1に示したものを用いた。

呆実重の変化は、おおむね貯蔵期間が長いほど大

きかった (表1)。 2℃ ではネット袋、コンバイン

袋における減量が大きく、 1か 月後には10%以 上と

なつたが、ポリ袋、鮮度保持袋では3か 月後でも2

～3%の 減量だった。逆にオガクズでは水分の吸収

により重量が増加した。5℃ でもはほ同様の傾向で

あった力S、本ット袋とヨンバイン袋の減量は2℃ よ

り、湿度がやや高かった5℃ で小さかつた。なお、

呆実の減量が10%近 くになると鬼皮のツヤが実わ

れ、果内の妻凋も明らかとなった。座におけるかび

の発生は、貯蔵期間が長いほど増加し、温度では

2℃ より5℃がやや多く、資材では庫内の雑菌と接

しやすいネット袋、コンバイン袋で比較的多かった

表1 貯 蔵方法とクリ果実の品質および食味

クリの長期品質保持のための貯蔵方法

が、ポリ袋や鮮度保持袋では少なかった。また、貯

蔵3か 月後の腐敗果率は、温度では5℃ が高く、資

材ではネット袋、コンバイン袋が高く、2℃ のポリ

袋と鮮度保持袋では認めなかった。生来実のBixは、

2℃ では乾燥しやすいネット袋、コンバイン袋、不

縦布袋が比較的高く、オガクズは最も低く、 5℃ で

も同様の傾向であった。蒸じグリの食味は、いずれ

の時期も2℃ のネット袋が最も優り、オガクズはい

ずれの温度とも劣った。

以上、果実重の減長やかびの発生、食味等のこか

ら、 1ヽ 3か 月のEr蔵では、温度は2℃ 、品質保持

資材としてはポリ袋や鮮度保持袋が適当であった。

普及上の注意事項

品質保持には、果実の選,Jとともに、貯蔵庫内や

資材を清潔に保つことも重要である。

水日 泰 徳 (農業技セ 図 芸部)

(問い合わせ先 :電話07,0472424)

表2 貯 蔵方法とクリ果実のBHx

掃膚   合 材

ネット袋     337   330   436
]ン, イヽンを情    283   295   304

2℃    不1科召ギ    午|   ギ'   午|
や|IF l,11■|=  ! !   ■ |   ■

オカクス     214   212   204

5°C

ネット袋   2 5 4  3 3 0  2 9 4
コツハイク装    231   260   258

ポリ袋      23   226   222

オカクタ     200   195   201
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